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グローバルＣＯＥプログラム推進委員会 自己点検・評価報告書 

１－１ 理念・目的  

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（理念・目的等）  

○ センター等の理

念・目的・教育目

標とその適切性  

 

・現状 

先端数理科学インスティテュートを教育研究の基盤

として採択された文部科学省グローバルＣＯＥプログラ

ム（現象数理学の形成と発展）の事業計画を策定する

とともに，その推進のために必要な事項を検討すること

により，国際的に卓越した教育研究拠点の形成を図る

ことを目的として，学長の下に，グローバルＣＯＥプロ

グラム推進委員会は設置されている。拠点形成の目的

は，社会，自然，生物の複雑現象の解明及び現象と数

理科学の架け橋となる「現象数理学」の技術を修得し

た若手研究者の育成である。 

 

・長所 

副学長（総合政策担当）を委員長とするため，グロー

バルＣＯＥプログラムに関する政策を，迅速に判断・実

施することができる。 

 

・問題点 

 

 

○ センター等の理

念・目的・教育目

標等の周知の方

法とその有効性 

・現状 

グローバルＣＯＥプログラム推進委員会の目的は文

字通りグローバルＣＯＥプログラムを推進し，教育研究

拠点を形成することにある。理念・目的・教育目標及び

委員会で決定された事項や制度は，グローバルＣＯＥ

プログラム「現象数理学の形成と発展」WEB ページを

通じて広く学内外に公表されている。 

 

・長所 

 決定された事項等を WEB ページで公開することに

より，迅速かつ広く学外に公表されている。 

 

・問題点 

 

 

（理念・目的等の検

証）  

・  センター等の理

念・目的・教育目

標を検証する仕

組みの導入状況  

・現状  

グローバルＣＯＥプログラム推進委員会の理念・目

的・教育目標を検証する仕組みとして，同委員会の決

定事項が，グローバルＣＯＥプログラム「現象数理学の

形成と発展」のアクティビティの一つとして実行されるこ

とにより，Ｇ－ＣＯＥ評価委員会や学外者による外部

評価委員会を通じて，評価・検証を受ける仕組みを有

している。 

 

・長所  

 

・問題点  

Ｇ－ＣＯＥ評価委員会及び外部評価委員会は現時

点で組織化されていない。 

●2009 年度にＧ-ＣＯＥ

評価委員会及び外部評

価委員会を設置する。 
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１－２ 理念・目的に基づいた特色ある取組み  

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○複数指導体制導

入の適切性 

・現状 

大学院博士後期課程学生の教育に対して既存の研究科

の枠を超えた，学際的なPh.D.プログラムを実施する。特に研

究指導は，従来のように一人の教員に複数の学生が指導を

受けるのではなくて，複数の教員がチームを作り，一人の学

生を指導するという複数指導体制をとる。 

 

・長所  

 文理融合の新しいタイプの大学院生を育成することが可能

となり，社会に出たとき，様々な分野で活躍できることが期待

される。 

 

・問題点  

Ph.D.プログラムを有効に進めるためには，高度な学際的

知識を持って研究教育が出来る教員が必要となる。 

新設研究科の設置に際し

ての教員採用で考慮する。

 

２ 教育研究組織  

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ センターなどの

組織構成と理念・

目的等との関連  

 

・現状  

グローバルＣＯＥプログラム推進委員会は，学長の

下に設置されている。これは，学長のリーダーシップ

の下に文部科学省に申請し，採択を受けたグローバ

ルＣＯＥプログラムを推進していくことを目的としている

からである。委員構成は以下のとおり。 

（組織） 

第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって構成す

る。 

(1 )  学長が指名する副学長  １名 

(2 )  プログラム拠点リーダー  １名 

(3 )  大学院長  １名 

(4 )  学長が指名する学長室専門員  １名 

(5 )  研究企画推進本部長  １名 

(6 )  大学院理工学研究科委員長 １名 

(7 )  大学院長が指名する大学院教務主任  １名 

(8 )  先端数理科学インスティテュート副所長 ２名 

(9 )  プログラム拠点リーダーが指名する事業推進担

当者 ３名 

(10 )  教学企画部長及び学術・社会連携部長 ２名 

 

・長所  

本委員会の組織構成は，グローバルＣＯＥプログラ

ム推進策の実行性と迅速性を兼ね備えた組織構成と

なっている。 

 

・問題点  

 

・  センター等の組 ・現状   
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点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

織の妥当性を検

証する仕組みの

導入状況 

 

・長所  

 

・問題点 

 

 

３ 教育内容・方法等  

①教育課程等   

センター等の教育課程に関する目標 

グローバルＣＯＥプログラムによる理工学研究科博士後期課程学生の教育制度である「MIMS 

Ph.D.プログラム」では，現象の理解および現象の数理的記述であるモデル構築を高いレベルで

修得し，現象と数理科学に関する広い視野をもった現象数理学の国際的なリーダーとなりうる人

材育成を行う。また，複眼的視野，問題発見能力，問題解決能力を身に付け，現象のモデル構築

を通じて数学と諸科学の融合を目指す現象数理学的思考とその技術を修得した若手研究者育成と

いう目標を併せ持つ。そして，本プログラムを通して，学界，産業界における様々な分野で活躍

する世界へと羽ばたく「現象と数理の架け橋となるユニークなスペシャリスト」を養成する。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 教育目標を実

現するための教

育課程の体系性  

 

・現状 

 2009 年度から博士後期課程学生（計６名）を受け入

れし，MIMS Ph.D.プログラムの教育活動が開始され

る。本プログラムの概要は，以下の通りである。 

① 非線形非平衡系コース・非線形時系列コース 

・ 非線形非平衡系の現象数理学の発展 

 社会，自然，生物系に現れる様々な非線形非平

衡現象を対象とし，非線形性，組織化，開放性の

視点から本質を抽出するモデルを構築，その数理

解析を行うことから現象数理学の発展を目指す。 

・ 非線形時系列に対する現象数理学の発展 

 経済，工学，磁気圏，地震，生命医学等の複雑

な現象に現れる非線形時系列を対象とし，時系列

の異常の前兆を捉え，時系列の本質を抽出するモ

デルを構築します。 

② チームフェローによる複数指導体制 

 本プログラム教育において最も力を入れているのが

研究指導である。大学院学生の研究テーマに応じて

先端数理科学インスティテュート（MIMS）においてモ

デリング，シミュレーション，数理解析の分野で活躍

する所員，研究員からそれぞれ１名をフェローとして

選出し，チームによる研究指導を行う。 

③ プロジェクト系科目 先端数理科学インスティテュー

ト科目群 

 MIMS における最先端の研究成果を大学院学生に

伝えることにより，各自の研究に新たな展開，刺激を

与えることを目的とした科目群である。 

④ その他 

 研究科間共通科目（国際系科目群，学際系科目

群），及び，単位互換協定により，広島大学大学院理
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学研究科，龍谷大学大学院理工学研究科の科目が

履修可能である。 

 

・長所  

 本プログラムの特徴となるチームフェローは，従来の

一人の指導教員に複数の学生が参加するという形式で

はなく，学生の研究テーマに応じモデリング，シミュレー

ション，数理解析の分野から，各１名をフェローとして選

出し計３名により研究指導を行うものである。このフェロ

ーには，MIMS 所員・研究員から選ばれるが，MIMS に

は，本学だけではなく，現象数理学分野で活躍する学

外の研究者・教員も所属しており，大学院学生は最先

端の研究指導を受けることができる。 

 

・問題点  

高・大の接続に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 学生が後期中等

教育から高等教育

へ円滑に移行する

ために必要な導入

教育の実施状況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

国家試験につながりのあるカリキュラムに関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 国家試験につな

がりのあるカリキュラ

ムを持つ学部・学科

における，カリキュ

ラム編成の適切性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

インターンシップ及びボランティアに関する目的・目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

・  インターンシップ

を導入している学

部・学科等におけ

る，そうしたシステム

の実施の適切性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  ボランティア活動

を単位認定している

学部・学科等にお

ける，そうしたシス

テムの実施の適切

性 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  
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授業形態と単位に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 各授業科目の特

徴・内容や履修形

態との関係におけ

る，その各々の授業

科目の単位計算方

法の妥当性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

単位互換，単位認定に関する目標 

MIMS Ph.D.プログラム入学試験を経て理工学研究科に入学した学生は，包括協定を締結した大学

間による単位互換制度により定められた他大学授業科目を履修することができる。これは，履修科目の

幅広い選択の可能性を広げ，柔軟で多様な教育環境を目指すものである。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 国内外の大学等

での学修の単位認

定や入学前の既修

得単位認定の適切

性（大学設置基準

第 28 条第２項，第

29 条）  

・現状 

 広島大学大学院理学研究科及び龍谷大学大学院

理工学研究科と単位互換に関する覚書を本学理工学

研究科が交わした。 

 

・長所  

本学に設置されていないグローバルＣＯＥプログラム

（現象数理学）に関わる先端的な授業科目を受講する

ことができる。 

 

・問題点  

 

［締結している単位互換協定］ 

締結先大学等名称 締結年月日 

広島大学 ２００９年１月３０日 

龍谷大学 ２００９年３月２８日 

  

 

［単位互換協定に基づく単位認定の状況］ 

認定単位数 
学科 認定人数 

専門科目 専門以外 

一 人 あ た り 平 均

認定単位数 

     

     

開設授業科目における専・兼比率に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 全授業科目中，

専任教員が担当す

る授業科目とその

割合    

○ 兼任教員等の教

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 
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育課程への関与の

状況    

 

社会人学生，外国人留学生等への教育上の配慮に関する目的・目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

・ 社会人学生，外

国人留学生，帰国

生徒に対する教育

課程編成上，教育

指導上の配慮  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

②教育方法等  

教育効果の測定に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 教育上の効果を

測定するための方

法の有効性  

 

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

○ 卒業生の進路状

況 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

成績評価法に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 厳格な成績評価

を行う仕組みと成績

評価法，成績評価

基準の適切性    

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

○ 履修科目登録の

上限設定等，単位

の実質化を図るた

めの措置とその運

用の適切性 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

○ 各年次及び卒業

時の学生の質を検

証・確保するための

方途の適切性   

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

履修指導に関する目標 
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MIMS Ph.D.プログラム博士後期課程学生に最先端の研究を教授し，また，国際的に通用する人材と

なるための英語による学術論文作成能力の強化を目的とした科目履修を指導する。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

 

 

・現状 

 2009 年度より目標に沿った履修指導（先端数理科

学Ⅰ・Ⅱ，Advanced  Mathemat ica l  Sc iencesⅠ・Ⅱ

等）を行う予定である。 

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  科目等履修生，

聴講生等に対する

教育指導上の配慮

の適切性 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

教育改善への組織的な取り組み（ＦＤ）に関する目的・目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 学生の学修の活

性化と教員の教育

指導方法の改善を

促進するための組

織的な取り組み（フ

ァカルティ・ディベ

ロップメント（FD））

およびその有効性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

○ シラバスの作成

と活用状況  

 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

○ 学生による授業

評価の活用状況    

 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

・  卒業生に対し，

在学時の教育内

容・方法を評価させ

る仕組みの導入状

況  

 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

・  教育評価の成果

を教育改善に直結

させるシステムの確

立状況とその運用

・現状  

 

・長所 
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の適切性 ・問題点 

 

授業形態と授業方法の関係に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 授業形態と授業

方法の適切性，妥

当性とその教育指

導上の有効性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

○ 多様なマルチメ

ディアを活用した授

業の導入状況とそ

の運用の適切性 

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

○ 「遠隔授業」によ

る授業科目を単位

認定している大学・

学部等における，そ

うした制度の運用の

適切性   

・現状  

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

③国内外との教育研究交流  

国内外との教育研究交流に関する目標 

現象数理学に関連する国内外の研究機関と密接な研究ネットワークを構築し，研究交流を推進しなが

ら，本学のグローバルＣＯＥプログラムが現象数理学の世界的拠点となることを目指す。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

○ 国際化への対応

と国際交流の推進

に関する基本方針

の適切性  

  

・現状  

（１）ヨーロッパにおける研究課題の展開 

現象数理学の提唱者である拠点リーダーが代表者

になり，本学グローバルＣＯＥプログラムの基盤である

ＭＩＭＳは，日本側研究機関となって，2007 年９月，

フランス国立科学研究センター（ＣＮＲＳ）と日仏共同

研究事業（ＬＩＡ197）の協定を結び，５年間の国際連

携研究を推進する。これを土台として，ヨーロッパ諸国

の大学および研究機関と現象数理学に関する研究ネ

ットワークを確立する。 

 

（２）アジア地区における現象数理学ネットワークの構

築 

台湾中央研究院数学研究所，ハノイ数学研究所，

そして台湾交通大学大学院数学系との連携を軸とし

て，アジア地区現象数理学ネットワークを構築する。 

 

・長所  

 ヨーロッパ諸国，そしてアジア地区において研究ネッ

トワークを構築することにより，全世界的な現象数理学

の形成及び発展が期待できる。 
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・問題点  

・  国際レベルでの

教育研究交流を緊

密化させるための

措置の適切性  

・  国内外の大学と

の組織的な教育研

究交流の状況 

・現状  

（１）国内連携機関 

本学のグローバルＣＯＥプログラムに関わる国内連携大学

は，次のとおりである。 

ア 広島大学 

グローバルＣＯＥプログラムの連携先大学として，国際的な

教育研究拠点の形成，そして人材育成を目指し，両大学の

協力連携を強固にしながらプログラムを推進している。 

2009 年１月 30 日，わが国の教育・研究の一層の進展に資

することを目的に，大学間交流に関する包括協定並びに，両

大学研究科間による学生交流に関する覚書を締結した。 

 

イ 龍谷大学 

「関西圏」における数理科学教育研究の拠点として展開し

ている龍谷大学（インスティテュート）と「首都圏」の拠点である

明治大学先端数理科学インスティテュート（MIMS）との連携を

強化し，国内での現象数理学の発展を目指す。 

これまでの相互の交流を大学間の連携に発展させるため，

2009 年３月 28 日，大学間交流に関する包括協定並びに，

両大学理工学研究科間による学生交流に関する覚書を締結

した。 

 

（２）海外連携機関 

本学のグローバルＣＯＥプログラムの母体である先

端数理科学インスティテュートは，これまで，フランス

国立科学研究センター（ＣＮＲＳ）と日仏共同研究事業

（ＬＩＡ197）の協定，フランス社会科学高等研究院社

会数理解析センター，ハノイ数学研究所と研究交流に

向けた覚書を締結した。2008 年度は，さらに，イタリ

ア学術会議（ＣＮＲ）応用数学研究所と台湾国立交通

大学数学模建・科学計算研究所と覚書を交わしてお

り，国際レベルでの教育研究交流を推し進めている。

今後，国際的なネットワークを更に広めるべく，以下

の研究機関との連携を予定している。 

○ 台湾中央研究院数学研究所 

○ フランス高等学研究院 

○ オックスフォード大学数理生物学センター 

○ ケンブリッジ大学ニュートン研究所 

○ マックス・プランク数理科学研究所 

○ ミネソタ大学応用数学研究所 

○ オハイオ州立大学生物数学研究所 

 

・長所  

 広島大学，龍谷大学との包括協定に基づき，両大学

大学院の学生交流に関する覚書を締結したことによ

り，大学院学生が相手大学大学院の授業科目を履修

し単位修得することや研究指導を受けることが可能と

なり，相互の学生にとって，研究機会の拡大と研究能

力の向上に繋がる。 

さらに，明治大学，広島大学，龍谷大学の３大学間

の交流が可能になり，今後，この３大学間の連携を核

としながら，海外の大学・研究所等とも連携して全国
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的な教育・研究拠点の整備を行う予定である。 

また，海外の研究機関と学術研究協力についての

覚書に基づいて，研究員の交流や共同研究プロジェ

クトの活発な協力連携を通して，現象数理学の世界的

な発展が期待できる。 

 

・問題点 

 

 

４ 学生の受け入れ  

（１）学生の受け入れ  

学生の受け入れに関する目標  

グローバルＣＯＥプログラム【現象数理学の形成と発展】の博士後期課程における教育の中心となるのは，先端数理

科学インスティテュート（MIMS）における Ph.D.プログラムである。このプログラムを通じて，複眼的視野，問題発見能

力，問題解決能力を身に付け，現象のモデル構築を通じて数学と諸科学の融合を目指す現象数理学的思考及び技

術を習得した若手研究者を育成することを目的としている。このことから，理工学研究科と協力し，学界，産業界におけ

る様々な分野で活躍しうる「現象と数理の架け橋となるユニークなスペシャリスト」になりうる数学的素養を兼ね備えた人

材を，日本国内はもとより，世界から集めることを目標としている。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（学生募集，選抜

方法）  

○学生募集の方

法，入学者選抜方

法，殊に複数の入

学者選抜方法を採

用している場合に

は，その各々の選

抜方法の位置づけ

等の適切性    

・現状  

 学生募集に関しては，入試広報ポスターを作成し，数

学系専攻を持つ他大学院，海外協定校等への送付，

拠点の WEB サイト，外部ポータルサイトなどを通じて，

国内外に募集活動を行っている。また，募集要項につ

いても，ＷＥＢサイトに掲載し，募集内容をインターネッ

ト上にて確認しうる体制をとっている。 

選抜方法は，一般入学試験のＡ方式，外国人留学

生入学試験のＢ方式によって実施した。Ａ方式の選考

方法は，書類審査による第一次選考，研究計画プレゼ

ンテーション（面接試問を含む）による本選考の 2 段階

で行われた。Ｂ方式は，研究業績・研究計画等に基づ

く「書類選考」のみによる選抜を実施している。 

 

【表 1】募集人数・受入研究科・課程 

MIMS Ph.D.

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾑ 入 学

試験募集人数 

受入研究科 課程 

５名 理工学研究科 博士後期課程 

 

 

 

【表 2】出願期間・入学試験日程 

選考方法 入学方

式区分 
対象者 

第一次選考 本選考 

 2010 年度Ⅰ期入試の実

施に関しては，MIMS 

Ph .D.プログラム入学試験

委員会に諮り，７月に実施

する。 
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Ａ方式 一 般 書類審査 

研究計画ﾌﾟﾚｾ ﾞ
ﾝ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ （ 面 接
試問を含む 
①  ﾌ ﾟ ﾚ ｾ ﾞ ﾝ ﾃ ｰ ｼ

ｮﾝ 15 分 
②  面接試問 10

分 

Ｂ方式 
外国人 

留学生 
 書類選考 

 

【表 3】出願期間・入学試験日程 

入試方 

式区分 
出願期間 

本選考日程 

※Ａ方式のみ 

Ａ方式 11 月 15 日(土)Ⅰ 

期 
Ｂ方式 

10 月 13 日(月)

～ 

10 月 24 日(金)  

Ａ方式 ２月 25 日（水）Ⅱ 

期 Ｂ方式 

１月 20 日（火） 

～ 

１月 30 日（金）  

 

・長所  

学生募集に関しては，グローバルＣＯＥプログラム拠

点の理念・目的を達成するため，学生募集ポスター，

WEB サイト及び募集要項の全てにおいて，日本語・英

語の２バージョンを用意し，国内外のあらゆる志願者等

が容易にアクセスできる環境を整えている。 

選抜方法については，単なるペーパーテストによる

選考ではなく，これまでの研究業績，内容，今後の研

究計画又研究プレゼン能力をも審査する，より実践的

な選抜方法を実施している。また，外国人留学生につ

いては，研究業績・内容・研究計画等に基づく「書類選

考」方式を採用しており，諸外国からの出願を容易に

することにより，優秀な学生の確保に努めている。な

お，面接試問を実施しないことによる不安要素を解消

するため，所属研究所，最終学歴指導教員等による

「研究評価に基づく推薦書」及び「人物評価に関する

推薦書」を提出させるなど，「書類選考」のデメリットを

解消する工夫をしている。 

 

・問題点  

外国人留学生を対象とする「書類選考」方式の入学

検定料は，一般入試による「研究計画プレゼンテーショ

ン及び面接試問」方式の入学検定料と同一である。

「書類選考」方式を鑑みれば志願者の負担は大きい。

2010 年度入学検定料について，関係機関に入学検定

料の引き下げの検討及び依頼を行った結果，2008 年

度末に「渡日前」の志願者に対する入学検定料を，従

来の 35,000 円から，15,000 円とする決定がなされ

た。 

また,グローバルＣＯＥプログラムの採択（内定）が６

月のため，本年度のⅠ期入試の実施が 10 月になっ

た。2010 年度入試は，今年度より早く実施し，優秀な

学生を早期に確保する必要がある。 

（入学者受け入れ ・現状 先端数理科学研究科（仮
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方針等）  

○ 入学者受け入

れ方針と大学・学

部等の理念・目

的・教育目標との

関係    

○ 入学者受け入

れ方針と入学者選

抜方法，カリキュラ

ムとの関係    

 入学者の受け入れ方針は，複眼的視野，問題発見能

力，問題解決能力を身に付け，現象のモデル構築を通

じて数学と諸科学の融合を目指す現象数理学的思考

及び技術を習得した若手研究者となりうる資質を育ん

だ人材を入学者として受け入れる。そのため，単なる筆

記試験を実施するのではなく，研究計画プレゼンテー

ションや研究業績に主眼を置いた試験を実施してい

る。研究科の理念・目的である「理・工の融合…（中

略），社会・人文科学分野等において領域横断型に活

躍ができる…（中略），国際的に通用する人間性豊かな

研究者と高度専門職業人の養成」は，「現象数理学」が

目指す，社会，生物，自然の複雑現象の理解と合致す

る点が多い。2008 年度には，現象数理学の理解を深

める大学院博士後期課程科目として「プロジェクト系科

目 先端数理科学インスティテュート科目群」を設置し，

従来の学問分野に捉われない科目を４科目設置し，日

本語又は英語による授業を各２科目ずつ展開し，学生

のみならず，広く，研究者も参加する意義深い科目とな

った。 

なお，学長の下に，今後の教育母体になる予定であ

る先端数理科学研究科（仮称）の新設に伴う専門部会

が設置され，大綱が策定された。 

 

・長所 

 総合大学のメリットを活かし，社会・人文・科学技術系

の研究科出身の学生を受け入れることが可能であり，

指導教員も同様である。現象数理学は，数学と社会と

の架け橋を目的とするものであり，入学者受け入れ方

針と大学の体制が整っていることは総合大学としての

長所である。 

 

・問題点 

MIMS Ph.D.プログラム（＝現象数理学の博士後期

課程教育プログラム）は，理工学研究科の理念・目的

の下に展開されているものであるが，本質的には，現

象数理学に特化した理念・目的の下で展開されること

が望ましい。先端数理科学教育を展開する新たな組織

が望まれる。 

称）の設置を目指し，各審

議機関に審議依頼を行う。

（入学者選抜の仕

組み）  

○ 入学者選抜試

験実施体制の適切

性    

○ 入学者選抜基

準の透明性    

○ 入学者選抜と

その結果の公正

性・妥当性を確保

するシステムの導

入状況  

・現状  

 MIMS Ph.D.プログラム入学試験を実施するに当た

り，「MIMS Ph.D.プログラム入試委員会」を組織した。

本委員会の委員は，副学長（グローバルＣＯＥプログラ

ム推進委員会委員長），大学院長，グローバルＣＯＥプ

ログラム拠点リーダー（MIMS 所長）等を含む計 10 名

で組織され，本試験の実施体制，選考方法，及び理工

学研究科委員会へ上程する合否判定資料作成に関す

る事項を審議する。また，本委員会の目的達成のた

め，入学試験選考委員会を置き，2008 年度は，計 18

名をもって組織した。第一次選考，第二次選考ともに

選考委員会から，受入後の指導体制となるチームフェ

ロー（モデリング班，数理解析班，シミュレーション班）

の各班から評価者を選定したうえで選考を行い，予め

定めた合格基準となる得点率を上回るものを合格候補

者として決定した。 
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・長所 

 選抜方法は，入学後の研究指導体制であるチームフ

ェローの各班から評価者を選定した上で行われるた

め，実際に即した選抜を行うことができている。また，専

門の研究分野が異なる複数の教員により，多角的視点

から評価が行われるため，現象数理学で必要とされる

数学以外の諸科学分野の能力についても高いレベル

の知識・技能・経験を持った学生を選抜することが可能

となっている。 

 

・問題点 

（入学者選抜方法

の検証）  

○ 各年の入試問

題を検証する仕組

みの導入状況  

・  入学者選抜方法

の適切性につい

て，学外関係者な

どから意見聴取を

行う仕組みの導入

状況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（入学者選抜にお

ける高・大の連携） 

・ 推薦入学におけ

る，高等学校との

関係の適切性  

・  高校生に対して

行う進路相談・指

導，その他これに

関わる情報伝達の

適切性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（社会人の受け入

れ）  

・社会人学生の受

け入れ状況  

・現状  

 MIMS Ph.D.プログラム入試合格者６名の内，４名

（内１名は外国人）は社会人である。 

 

・長所  

 ＭＩＭＳ Ph.D.プログラム入試による入学者は，学費

相当額が給費奨学金として交付されるため，実質的な

金銭負担は無いに等しい。社会人で生活基盤が安定

しているケースであったとしても，学費相当額の負担は

大きいため，経済的な支援策を整えることで，現象数

理学を修得する意欲のある社会人の進学を促す効果

は大きい。 

 

・問題点  

 

（科目等履修生・

聴講生等）  

・  科目等履修生，

聴講生等の受け入

れ方針・要件の適

切性と明確性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（外国人留学生の ・現状   
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受け入れ）  

・  留学生の本国地

での大学教育，大

学前教育の内容・

質の認定の上に立

った学生受け入

れ・単位認定の適

切性  

 2009 年度 MIMS Ph .D.プログラム入学者６名の内，

２名は外国人留学生である。 

 

・長所 

 外国人留学生が加わったことで，国際感覚や語学面

等について日本人学生への良い影響と教育効果が期

待できる。 

 

・問題点  

（定員管理）  

○ 学生収容定員

と在籍学生数，

(編)入学定員と

（編）入学者数の

比率の適切性  

○ 著しい欠員な

いし定員超過が恒

常的に生じている

学部における対応

策とその有効性  

・現状  

理工学研究科博士後期課程の入学定員 33 名の

内，５名が MIMS Ph .D.プログラム入試の入学定員で

ある。第１回目の 2009 年度入試の結果，６名が入学し

た。 

 

・長所  

 適正な入学者数が確保できている。 

 

・問題点  

 

 

 

５ 学生生活  

学生支援に関する目標 

国内外の優秀な博士課程学生を確保し，研究活動に専念する機会を与え，学生が将来，学術研究の

発展に資する優れた研究者へと成長するような支援を目標としている。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（学生への経済的

支援）  

○ 奨学金その他学

生への経済的支援

を図るための措置

の有効性，適切性  

・  各種奨学金への

アクセスを容易にす

るような学生への情

報提供の状況とそ

の適切性  

・現状 

(1 )グローバルＣＯＥプログラム博士課程研究員制

度 

グローバルＣＯＥプログラムの博士後期課程にお

ける教育の中心である MIMS Ph.D.プログラム入

学試験に合格し，入学した者希望者全員（日本学

術振興会特別研究員ＤＣに採用されたものを除く）

を，グローバルＣＯＥ博士課程研究員（明治大学研

究推進員）として採用する制度を 2008 年度に整え

た。この制度は，研究・知財戦略機構会議の議を

経て，日本学術振興会特別研究員ＤＣとほぼ同等

の処遇で MIMS Ph .D.プログラム参加学生を採用

するものであり，採用期間は 3 年間である（ただし，

採用期間内に博士学位を取得または退学するなど

して退籍した場合は，退籍時点までの採用とな

る）。なお，2009 年度は，MIMS Ph.D.プログラム

参加学生 6 名のうち希望者３名がグローバルＣＯＥ

博士課程研究員に採用される見込みである。 

(2 )給費奨学金制度（学費免除） 

MIMS Ph.D.プログラム入学試験に合格し入学

した者全員について，入学後３年間を通じて学費

【入学金（初年度のみ）・授業料・実験実習料】を給

費奨学金として全学免除する『特定研究者育成奨
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学金要網』が制定され，2009 年４月１日から施行さ

れる。採用候補者の選考は先端数理科学インステ

ィテュート運営委員会（所長 1 名，副所長 3 名，所

長が指名する所員 5 名）によって行われる。 

 

・長所  

博士後期課程学生（MIMS Ph .D.プログラム参

加学生）に対して，グローバルＣＯＥ博士課程研究

員制度，並びに給付奨学金制度（授業料免除）に

より，研究活動に専念できる環境を確保する経済

的支援体制が整っている。 

 

・問題点 

 

（学生の研究活動

への支援）  

・  学生に対し，研究

プロジェクトへの参

加を促すための配

慮の適切性  

・  学生に対し，各種

論文集およびその

他の公的刊行物へ

の執筆を促すため

の方途の適切性  

・現状  

グローバルＣＯＥプログラム教育研究拠点形成の

目的の一つである若手研究者の育成に資するた

め，「現象数理若手プロジェクト」が創設された。

「現象数理若手プロジェクト」は，若手研究者がコ

ーディネーターとなり，現象数理学に関連する他分

野の研究者を加えたプロジェクトを立案・実践し，

研究者としての自立を図るための学内公募型プロ

ジェクトである。研究代表者及び若手共同研究者と

しての応募資格は次のいずれかに該当するものと

なっている。 

 

① 先端数理科学インスティテュートの所員及び研

究員のうち，申請時において，博士の学位取得

後 10 年以内の者 

② 本学大学院博士後期課程に在籍している者 

 

採択されたプロジェクト研究には 1 件あたり 100

万円以内の研究経費が補助され，研究期間は 1

年間である。なお，2008 年度は，募集に対して 1

件のプロジェクト研究が採択された。 

 

・長所  

「現象数理若手プロジェクト」により，博士後期課

程学生及び若手研究者の自発的・挑戦的かつ他

分野とのつながりを強める研究をサポートしてい

る。 

 

・問題点  

 

学生相談に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（生活相談等）  

○ 学生の心身の健

康保持・増進及び

安全・衛生への配

慮の適切性  

○ ハラスメント防止

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  
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のための措置の適

切性  

 

・  生活相談担当部

署の活動の有効性  

・  生活相談，進路

相談を行う専門のカ

ウンセラーやアドバ

イザーなどの配置

状況  

・  不登校の学生へ

の対応状況  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  学生生活に関す

る満足度アンケート

の実施と活用の状

況 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

就職指導・キャリア形成支援に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（就職指導）  

○ 学生の進路選択

に関わる指導の適

切性  

○ 就職担当部署の

活動の有効性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  学生への就職カ

イダンスの実施状況

とその適切性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  就職統計データ

の整備と活用の状

況 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

課外活動支援に関する目標 

 

 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（課外活動）  

○ 学生の課外活動

に対して大学として

組織的に行ってい

る指導，支援の有

効性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  
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・  資格取得を目的

とする課外授業の

開設状況とその有

効性 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

・  学生代表と定期

的に意見交換を行

うシステムの確立状

況 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

６ 研究環境  

研究活動に関する目標 

現象解明をミッションとする「現象数理学」の形成・発展を通じて，学術研究の発展に寄与すること及び

研究成果を社会に還元し貢献することを目的とする。 

具体的には，非線形性，複雑性，組織化，異常性などを念頭におきながら次の２つの課題を掲げる。 

(a) 非線形非平衡系の現象数理学の発展 

社会，自然，生物系に現れる様々な非線形非平衡現象を対象とし，非線形性，組織化，開放性の視点から本質を抽

出するモデルを構築し，その数理解析を行うことから現象数理学の発展を目指す。 

(b) 非線形時系列に対する現象数理学の発展 

経済，工学，磁気圏，地震，生命医学等の複雑な現象に現れる非線形時系列を対象とし，時系列の異常の前兆を捉

え，時系列の本質を抽出するモデルを構築する。これに基づき，一例として，リスクマネジメントなどで地域社会や国の

政策決定に貢献できる方策などを提言する。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（研究活動）  

○ 論文等研究成果

の発表状況  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

 

  

[2008 年度の発表件数]                              （単位：件） 

研究業績 
学科等 教員数 

研究論文 学術書 学会発表 褒賞 

博士学位 

授与数 

教養科目等       

○○学科       

       

       

       

合計       

 

・  国内外の学会で

の活動状況  

・  当該学部・研究

・現状  

プログラム初年度の研究に関する実績は，プログラムに携わるポスト・ドク

ターの採用，講座・研究発表会等の開催，現象数理若手プロジェクトの公
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科として特筆すべ

き研究分野での研

究活動状況  

・  研究助成を得て

行われる研究プロ

グラムの展開状況 

 

募と採用，教育・研究の両方にまたがる施設等の環境整備と充実に力点を

置いて進められた。ポスト・ドクターは，2009 年１月から２名を採用し研究へ

の従事を開始，若手研究者がコーディネーターとなり他分野の研究者を加

えたプロジェクトを立案・実施する現象数理若手プロジェクト（研究費年間

100 万円）は，１件を採択し実施された。また，講演・研究発表に関するもの

として，以下が開催された。 

 

 

研究活動（講演・研究発表等） 開催日 

先端数理科学Ｉ 2008 年９月９日～11 日 

先端数理科学Ⅱ 
2009 年１月 20 日，22 日，

26 日 

Advanced Mathematical 

Sciences I 
2008 年 11 月 25 日～28

日 

大
学
院
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
系
科
目
実
施
（先
端

数
理
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
科
目
群
） 

Advanced Mathematical 

SciencesⅡ 
2009 年 ２月 17 日～20 日

若手シンポジウム「数理生態

学」開催 
2009 年３月２日～３日 

キックオフフォーラム「現象数理

学の新しい展開を求めて」開催
2009 年３月６日～７日 

広島大学との包括協

定締結 
2009 年１月 30 日 

共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進 

龍谷大学との包括協

定締結 
2009 年３月 28 日 

 なお，関連する研究成果としてテクニカルレポート『Mathematical Sciences 

Based on Modeling and Analysis』を計３冊刊行し公表した。この他，活動状

況と教育研究内容を広く公表・周知するための「現象数理学の形成と発展」

キックオフフォーラムを 2009 年３月６日から７日にかけて実施，国内外から

数理科学分野を代表する研究者が参加し盛況を得た。 

 

・長所  

 

・問題点  

 

（研究における国

際連携）  

・  国際的な共同研

究への参加状況  

・  海外研究拠点の

設置状況  

・現状 

 先端数理科学インスティテュート（MIMS）において，複数の海外

研究機関との連携覚書を交わしている。 

 

・長所  

 国際的ネットワークが構築されており，幅広い国際的な協力体制

が整いつつある。 

 

・問題点  
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（教育研究組織単

位間の研究上の連

携）  

○ 附置研究所を

設置している場

合，当該研究所と

大学・大学院との

関係  

・  大学共同利用機

関，学内共同利用

施設等とこれが置

かれる大学・大学

院との関係  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（経常的な研究条

件の整備）  

○ 個人研究費，研

究旅費の額の適切

性  

○ 教員個室等の

教員研究室の整備

状況  

○ 教員の研究時

間を確保させる方

途の適切性  

○ 研究活動に必

要な研修機会確保

のための方策の適

切性  

・現状 

 グローバルＣＯＥプログラムに関わる事業推進担当者の研究室

（個室）について，専任教員については既存の研究室が確保され

ている。研究・知財戦略機構所属の特任教員には，生田地区のグ

ローバルＣＯＥプログラム教育・研究拠点内に専用の個室を整

備している。また，ポスト・ドクターに対しては，共同研究室を整備

し研究に専念できる環境を整えている。（詳細は，「１０ 施設・設

備等」を参照。） 

また,グローバルＣＯＥプログラムに関わる専任教員は，各々の学

部，研究科に所属しており，学部等の研究活動とグローバルＣＯＥプロ

グラム独自の研究活動の両方を遂行している。 

 

・長所  

 

・問題点 

事業推進担当者は，専任教員として，学部等の任務を果たしながら，そ

の上で，グローバルＣＯＥプログラムの活動を行っているため負担が大

きい。 

●事業推進担

当者会議，グロ

ーバルＣＯＥプ

ログラムスタッフ

会議，グローバ

ルＣＯＥプログ

ラム推進委員会

において業務

量を調査し，負

担軽減策を策

定する。 

○ 共同研究費の

制度化の状況とそ

の運用の適切性 

・現状 

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

（競争的な研究環

境創出のための措

置）  

○ 科学研究費補

助金および研究助

成財団などへの研

究助成金の申請と

その採択の状況  

・  基盤的研究資金

と競争的研究資金

のバランスとそれぞ

れの運用の適切性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

[科学研究費補助金などの申請・採択状況]                 (単位:件) 
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年度 教員数 新規申請件数 新規採択件数 教員一人あたり採択件数

2005 年度     

2006 年度     

2007 年度     

2008 年度     
 

（研究上の成果の

公表，発信・受信

等）  

・  研究論文・研究

成果の公表を支援

する措置の適切性  

・  国内外の大学や

研究機関の研究成

果を発信・受信す

る条件の整備状況  

・現状 

研究成果を公表できる場として，テクニカルレポート

『Mathemat ica l  Sc iences  Based  on  Mode l ing  and Ana lys i s』

を随時刊行している。 

 

・長所  

 

・問題点  

テクニカルレポートを冊子形態のみの刊行しているため，研究

論文への高いアクセシビリティと高い速報性が確保されていない。 

●テクニカルレポ

ートに掲載する研

究論文へのアクセ

シビリティ向上とよ

り速報性を確保で

きるホームページ

での公開を冊子

体刊行と合わせて

実施する。 

（倫理面からの研

究条件の整備）  

・  研究倫理を支え

るためのシステムの

整備状況とその適

切性  

・  研究倫理に係る

学内審議機関の開

設・運営状況の適

切性  

 

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

７ 社会貢献 （略） 

８ 教員組織  

教員組織に関する目標 

 グローバルＣＯＥプログラムの事業推進担当者は，現象と数理を広く捉えることのできる柔軟で複眼的

視野を持つ教育研究両面の熟練者で構成されている。本プログラムを通じ，高度で幅広い数学的素養

を身に付け，複雑現象に対して，その中に潜む本質を見抜く現象数理学の力を持つ技術を習得した若

手研究者の養成を目指し社会へと送り出すこと及び数学会へフィードバックし，現代数学の裾野を広

げ，社会に目を向けた数学の確立を目標とする。事業推進担当者は，本学理工学部専任教員，グロー

バル・ビジネス研究科専任教員，理工学研究科客員教授,研究知財戦略機構所属特任准教授及び連携

先大学である広島大学大学院理学研究科所属教員計１５名により構成されている。いずれも，先端数理

科学インスティテュート所員である。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（教員組織）  

○理念・目的並び

に教育課程の種

・現状  

 事業推進担当者は，３つの班から構成されている。 

(１)  数理解析班 
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類・性格，学生数と

の関係における当

該学部の教員組織

の適切性    

 

 数学・応用数理学の分野で世界水準の教育研究活動

実績を持つメンバーからなり，他の２つの班を基盤数理

の視点から支援する。理工学部教員３名から構成され

ている。 

(２)  シミュレーション班 

 計算機シミュレーション，可視化法，および現象・モデ

リングの本質を理解し，高度な計算機技術を持ち合わ

せたメンバーからなる。理工学部教員３名（内１名は，

海洋研究開発機構地球シミュレータセンター所属）から

構成されている。 

(３)  モデリング班 

 実験家・実務家・フィールド研究者との共同研究の豊

富な実績のある専門家からなる。理工学部教員４名，グ

ローバル・ビジネス研究科教員１名，研究・知財戦略機

構教員１名，広島大学教員３名の計９名から構成されて

いる。 

 

・長所 

 事業推進担当者の研究実績は，すでに世界最高水

準にある。 

 

・問題点  

 

 

 

 

 

 

○大学設置基準第

12 条との関係にお

ける専任教員の位

置づけの適切性

（専任教員は，専ら

自大学における教

育研究に従事して

いるか）  

○主要な授業科目

への専任教員の配

置状況 

・現状 

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

 

 

 

○ 教員組織の年齢

構成の適切性    

 

・現状 

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

○ 教育課程編成の

目的を具体的に実

現するための教員

間における連絡調

整の状況とその妥

当性  

 

・現状 

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

・  教員組織におけ

る社会人の受け入

れ状況  

・  教員組織におけ

る外国人の受け入

れ状況  

・  教員組織におけ

・現状 

  

・長所 

 

・問題点 
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る女性教員の占め

る割合 

 

（教育研究支援職

員）  

○ 実験・実習を伴

う教育，外国語教

育，情報処理関連

教育等を実施する

ための人的補助体

制の整備状況と人

員配置の適切性  

○ 教員と教育研究

支援職員との間の

連携・協力関係の

適切性    

・  TA の制度化の

状況とその活用の

適切性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（募集・任免・昇格

等の基準・手続）  

○ 教員の募集・任

免・昇格に関する基

準・手続の内容とそ

の運用の適切性  

・  任期制等を含

む，教員の適切な

流動化を促進させ

るための措置の導

入状況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（教育研究活動の

評価）  

○ 教員の教育研究

活動についての評

価方法とその有効

性  

 

・現状  

  

・長所  

 

・問題点  

 

○ 教員選考基準に

おける教育研究能

力・実績への配慮

の適切性   

・現状 

 

・長所 

 

・問題点 

 

 

９ 事務組織  

事務組織に関する目標 

グローバルＣＯＥプログラムの推進と研究・教育等に関する支援を目的として，2008 年７月，教学企画

部にグローバルＣＯＥ推進事務室が設置され，以下の事項を目標として業務を遂行している。 

①  MIMS Ph.D.プログラムによる入学試験の実施 

②  新設研究科である先端数理科学研究科（仮称）の設置検討 

③  グローバルＣＯＥプログラム教育・研究環境の整備 
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④  グローバルＣＯＥプログラム教育・研究の推進支援 

⑤ 補助金の適正な管理と執行 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（事務組織の構成）  

○ 事務組織の構成

と人員配置  

・現状  

 グローバルＣＯＥプログラムの採択後，新設され

た事務室である。現在は，専任職員５名，派遣職員

２名及び研究支援者１名（2009 年度から派遣職

員）の合計８名体制で，グローバルＣＯＥプログラム

の支援を業務内容としている。 

 

・長所  

 グローバルＣＯＥプログラムは，教育研究拠点の

形成が目的であり，研究支援の側面と，若手研究

者育成という２つの異なるミッションがある。また，本

学として初の事業に起因する新たな制度設計の必

要性，国際拠点の形成という別のファクターも加わ

るため，業務種別としては多岐にわたる。事務組織

のメンバーは，教学企画・運営，大学院事務，補助

金・研究費，財務会計，語学，校規，図書業務，デ

ザイン等に精通する人員で組織されており，バラン

スが保たれている。 

 

・問題点 

 

（事務組織と教学組

織との関係）  

○ 事務組織と教学

組織との間の連携

協力関係の確立状

況  

○ 大学運営におけ

る，事務組織と教学

組識との有機的一

体性を確保させる

方途の適切性  

・現状  

 本事務室の業務には，大学院入試，大学院学生

の教育研究，新設研究科設置検討，国内外の研究

員の受け入れ，拠点施設の管理等の他部署に関

連するものを多く含んでいる。このため，これらを主

管する以下の部署と連携・協力体制をとり，業務を

処理している。 

・ 教学企画部教学企画事務室 

・ 教務サービス部大学院グループ 

・ 教務サービス部理工学部グループ 

・ 教育支援部国際交流事務室 

・ 学生支援事務室 

・ 学術・社会連携部研究・知財事務室 

 

・長所  

 グローバルＣＯＥプログラムの推進のため，当事

務室が，教学企画部に置かれたことは，このプログ

ラムを成功させるために欠かせない新研究科の設

置等教育部門をスムーズに行える最適の環境にあ

る。 

 

・問題点  

一方，本プログラムは，研究・知財戦略機構の下

に設置されている先端数理科学インスティテュート

（MIMS）を母体として申請し，採択された。先端数

理科学インスティテュートを所管する事務室は，学

術・社会連携部研究・知財事務室であり，グローバ

ルＣＯＥ推進事務室は，教学企画部に設置されて

いる。このことから，先端数理科学インスティテュー

トの業務とグローバルＣＯＥ推進事務室の業務が，

密接に関連しており，両事務室の業務分担が必ず

新研究科の設置（2011 年度

予定）後は，グローバルＣＯＥ

推進事務室は，グローバルＣ

ＯＥプログラムの研究部門の

推進を主な任務とするため，

研究・知財事務室内の１セク

ションとなることが考えられる。

グローバルＣＯＥプログラムの

推進にベストな方向性を議論

するため， グローバルＣＯＥ

プログラム推進委員会に諮

る。 
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しも明確であるとはいえない。 

（事務組織の役割）  

○ 教学に関わる企

画・立案・補佐機能

を担う事務組織体

制の適切性  

○ 学内の意思決

定・伝達システムの

中での事務組織の

役割とその活動の

適切性  

○ 国際交流等の専

門業務への事務組

織の関与の状況  

○ 大学運営を経営

面から支えうるよう

な事務機能の確立

状況  

・現状  

 グローバルＣＯＥプログラムは，学長の強力な支

援の下，大学全体の取り組みとしてスタートした。こ

のことから,グローバルＣＯＥプログラムに関わる企

画・立案事項は，教学企画部に設置されたグロー

バルＣＯＥ推進事務室から，各決定機関に上程さ

れる。 

また，教育については大学院や理工学研究科を

中心とした機関と，研究については研究・知財戦略

機構と連携することにより，協力関係を保ちながら

運営している。 

 

・長所  

 グローバルＣＯＥプログラム推進委員会（委員長 

副学長・総合政策担当）の事務局は，教学企画部

に置かれたグローバルＣＯＥ推進事務室が担って

いる。このため，グローバルＣＯＥプログラムに関す

る企画・立案等事項が学長スタッフ会議等で議論さ

れる環境が整っており，政策決定の迅速化に繋が

っている。 

 

・問題点 

 

（スタッフ・ディベロ

ップメント（SD））  

○ 事務職員の研修

機会の確保の状況

とその有効性  

・  事務組織の専門

性の向上と業務の

効率化を図るため

の方途の適切性  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

10 施設・設備等  

施設・設備に関する目標 

グローバルＣＯＥプログラムにおける教育研究環境の整備と充実を図ることを目的とし，将来，中野キ

ャンパスへ展開（予定）するまでの仮施設として，生田校舎第二校舎３号館２階フロアを全面的に改修し

2008 年 10 月，グローバルＣＯＥプログラム教育研究拠点が完成した。本施設内には，教員，ポスト・ドク

ターを含む研究員，大学院学生の教育研究を円滑に実施するため，各種研究室と什器・備品類を整

備，また，教育研究に必要な計算機類，図書資料類を設置・保管するための計算機室と資料室，学生・

教員・研究者の交流，くつろぎの空間としてのラウンジ，そして，グローバルＣＯＥ推進事務室の事務スペ

ースを確保した。そして，教育研究環境の維持・管理と保全に加え，さらなる環境向上を目指すことを目

標としている。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（施設・設備等の整

備）  

○センター等の目

的を実現するため

の施設・設備等諸

・現状  

 生田校舎に設けられたグローバルＣＯＥプログラ

ム教育研究拠点（第二校舎３号館２階）の概要は，

以下の通りである。 

部屋 部屋名 面 積 備 考 

●多人数が参加するセミナー

等を実施するスペースは，既

存施設内に確保することは，

ほぼ不可能である。このため，

隣接するＡ館，中央校舎等の
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条件の整備状況の

適切性    

○ 教育の用に供す

る情報処理機器な

どの配備状況    

・  記念施設・保存

建物の管理・活用

の状況  

番号 [㎡] 

3201
拠 点 リ ー ダ ー

室 
20.1  

3202 客員研究室１ 20.1

2009 年 3 月

か ら ﾐ ｰ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ

室へ変更 

3203 客員研究室２ 20.1  

3204 計算機室 14.9  

3205 備蓄倉庫２ (40 .2 )
生 田 ｷ ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ

課管理 

3206
G Ｃ Ｏ Ｅ 事 務

室 
52.8  

3207 倉 庫 5.6  

3208 特任研究室１ 16.0  

3209 特任研究室２ 16.0  

3210 特任研究室３ 16.0  

3211 特任研究室４ 16.0  

3212
ﾎ ﾟ ｽ ﾄ ・ ﾄ ﾞ ｸ ﾀ ｰ

研究室 
80.0

合 計 12 名 が
入 居 可 能 。 各
PD へ ， 机 ， ワ
ゴ ン ， 書 類 キ ャ
ビネット，ロッカ
ーを貸与。 

3213 資料室 16.0  

3214 ラウンジ 32.0  

3215 院生研究室 64.0

合 計 16 名 が
入 居 可 能 。 各
院生へ，机，ワ
ゴ ン ， ロ ッ カ ー
を貸与。 

3216 備蓄倉庫２ (64 .0 )
生 田 ｷ ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ
課管理 

－ 前 室 30.9  

－ 給湯器室１ 5.1  

－ 給湯器室２ 5.6  

－ 廊下・その他 195.8

面積中，生田ｷ
ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ 課 が 管
理 す る 廊 下 面
積 は ，
21.8 [㎡] 

合 計 605 .2
生 田 ｷ ｬ ﾝ ﾊ ﾟ ｽ
課 管 理 分 を 除
く 

 教員用研究室には，教育研究を行う上で必要と

なる机，ワゴン，書類キャビネット，書棚，ミーティン

グ用テーブル等が配置してある。また，教育研究用

ネットワーク回線が設けられており，大学が提供す

る情報基盤サービス及びインターネット情報，各種

データベース等に常時アクセス可能な環境を整備

している。 

 ポスト・ドクターや研究者，院生が使用する共同

研究室には，各個人が占有できる机，ワゴン，書類

キャビネット（PD 室のみ），書棚等を設置。教育研

究用ネットワーク（固定用，モバイル用）が利用可

能な環境を整えている。 

 この他，長時間の教育研究での疲労を回復させ

るために飲料水等を利用できる給湯器室，教員・学

生等の相互交流とくつろぎのためのラウンジスペー

ス，プログラム推進に必要な図書資料・雑誌・DVD

教室等を確保し，積極的にこ

れを活用する。 

 

・中野キャンパスに移転（予

定）に伴う施設整備計画にセミ

ナー室を確保する。 

 

●ラウンジに少人数のセミナ

ー，打ち合わせ等でプレゼン

テーションができるＰＣ画面が

投影可能な大型ディスプレイ

を設置する。 

 

●研究成果の公表・発表のた

め，発表用ポスターが掲示可

能なピクチャーレールを施設

内廊下面へ設置する。 
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（約 350 タイトル）を所蔵する資料室，教育研究に

必須な共有利用のサーバ類を保管する専用計算

機室等が設置されている。 

 また同フロアには，グローバルＣＯＥプログラムの

推進を主目的とするグローバルＣＯＥ推進事務室ス

ペースが設けられている。 

 なお，同施設へ入るための鍵管理については，

教職員証，学生証等による磁気カード認証（電気

錠）により運用しているため，原則 24 時間利用可

能な施設となっている。 

 

・長所  

①教育研究拠点内に，プログラム推進を主目的と

するグローバルＣＯＥ推進事務室が設置されている

ことで，プログラム遂行と教育研究の支援及び問題

が発生した際の対応など，迅速で密接したサポート

体制が整っている。 

②長時間の教育研究での疲労を回復するなど，本

施設に滞在する上で必要となる給湯器設備が研究

室そばに設置されている。また，ラウンジが設けら

れていることで，教員と学生との相互交流を活発に

行うことができる。 

③施設内へ入るための鍵管理が電気錠により運用

されているため，権限が付与された磁気カード（教

職員証，学生証等）を持たない者は，無断で施設

内に入ることができない。このため入居者の安全管

理が徹底している。 

④電気錠による運用のため，本施設を利用できる

権限を持つ者は，原則として 24 時間利用すること

ができる環境が整っており，長時間の教育・研究利

用が可能となっている。 

 

・問題点  

①多人数のセミナーを実施するための居室が無

い。 

②少人数のセミナーは，ラウンジを利用することで

対応しているが，ＰＣ画面を表示（投影）するための

設備が無くプレゼンテーションの対応ができない。

③研究成果等をまとめたポスター等を掲示するた

めの設備が無く，発表・公表の場が確保されていな

い。 

（先端的な設備・装

置）  

・  先端的な教育研

究や基礎的研究へ

の装備面の整備の

適切性  

・  先端的教育の用

に供する機械・設備

の整備・利用の際

の，他の大学院，大

学共同利用機関，

附置研究所等との

連携関係の適切性  

・現状  

 数理解析を行った結果得られた現象をシミュレー

ションするために必要となる共用コンピュータ設備

を計算機室内に設置した。 

設置機器 概要 

ＳＸ－８ｉ（ＮＥＣ） ベクトル型スーパーコン

ピュータ。 

Ｅｘｐｒｅｓｓ５８００（ＮＥ

Ｃ） 

スカラ型並列計算機クラ

スタ。計８ノードを設置。

 

・長所 

 ベクトル型とスカラクラスタ型の混合計算機環境を

整えたことで，アプリケーションの特性に合った適

●未設定の PC クラスタを早

急に追加し，高レベルのパフ

ォーマンスを発揮できる環境と

する。 

 

●シミュレーション設備に関す

る利用ガイダンスを実施する。
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材適所の使い分けが可能である。また，教育研究

用ネットワークに接続しているため，学内者全員が

ネットワーク経由でアクセスし，利用することが可能

となっている。 

 

・問題点 

①2008 年度末に増設・強化した PC クラスタ計３ノ

ードの設定が完全に連携していないため，高いレ

ベルでのパフォーマンスが発揮できていない。 

②シミュレーション設備の周知不足と利用に対する

ガイダンスが行われていない。 

（キャンパス・アメニ

ティ等）  

○ キャンパス・アメ

ニティの形成・支援

のための体制の確

立状況  

○ 「学生のための

生活の場」の整備

状況  

○ 大学周辺の「環

境」への配慮の状

況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（利用上の配慮）  

○ 施設・設備面に

おける障がい者へ

の配慮の状況  

・現状  

 施設内の床面はすべてフラットな形状となってい

る。また，本施設は２階に位置し，エレベーターは

設置されていないが，スロープが設置されている。

 

・長所  

 施設についてバリアフリー化が図られている。 

 

・問題点  

 

（組織・管理体制）  

○ 施設・設備等を

維持・管理するため

の責任体制の確立

状況  

○ 施設・設備の衛

生・安全を確保する

ためのシステムの整

備状況  

・現状  

 グローバルＣＯＥ推進事務室を中心として，生田地区の

施設全般を取り扱う生田キャンパス課との連携の下で，本

施設の維持・管理を行っている。衛生面は，土・日・祝日

を除く毎日，業務委託により清掃が行われている。また，

人の出入りが少なくなる夜間等において，施設西側の出

入口を施錠し不審者の侵入を防止，平日昼間に関して

は，同施設内に事務室を設けたことで常時専任職員がい

ること及び教職員証等の磁気カード認証による電気錠の

設置により，学生，研究者等の安全が確保されている。 

 2008 年度は，生田地区全体で行われる防災訓練が本

施設を会場として行われた。訓練には，本施設を利用す

るポスト・ドクターと職員が参加し，避難経路の実地確認と

避難誘導の訓練経験を積むことができた。 

 

・長所  

 施設内に事務室が設置されており，施設・設備面

の不具合，要望等に対して迅速に対応が可能とな

っている。 

 

・問題点  
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11 図書および電子媒体等  

 図書及び電子媒体等に関する目標 

教育・研究に関する図書資料，学術誌を中心として，グローバルＣＯＥ推進事業に特化した関連資料

を収集し提供する。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策 

（図書，図書館の整

備）  

○ 図書，学術雑

誌，視聴覚資料，そ

の他教育研究上必

要な資料の体系的

整備とその量的整

備の適切性  

○ 図書館の規模，

開館時間，閲覧室

の座席数，情報検

索設備や視聴覚機

器の配備等，利用

環境の整備状況と

その適切性  

・現状  

 グローバルＣＯＥ拠点内に資料室を設置した。本資

料室には，資料配架用書架，コピー機，大判プリン

タ，作業用テープルが設置されているが，閲覧席は

スペースの都合上，設置していない。ただし，研究室

が資料室に隣接して設置しているため，利用者は図

書資料等を資料室から各自の研究室へ持参し利用

が可能である。 

 2008 年度中は，図書資料 347 冊（洋書を含む），

雑誌 1 タイトル，DVD ソフト 94 タイトル，その他１タ

イトルを受け入れた。なお，資料利用は，原則 24 時

間利用可能な状態である。 

 

・長所  

 

・問題点  

DVD ソフトを年度末に受け入れたが，本ソフトを

再生・利用するためには，各利用者の PC 上で再生

する方法のみとなっている。 

●ラウンジ内に大型ディスプ

レイを設置すると同時に

DVD 再生装置を設置し，利

用可能な状態とする。 

 

（情報インフラ）  

○ 学術情報の処

理・提供システムの

整備状況，国内外

の他大学との協力

の状況    

○ 学術資料の記

録・保管のための配

慮の適切性  

資料の保存スペー

スの狭隘化に伴う

集中文献管理セン

ター（例えば，保存

図書館など）の整備

状況や電子化の状

況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

12 管理運営  

管理運営に関する目標 

2008 年６月に平成 20 年度グローバルＣＯＥプログラムに「現象数理学の形成と発展」が採択されたこ

とに伴い，プログラムの事業計画の策定，その推進のための必要事項の検討，国際的に卓越した教育研
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究拠点の形成を図ることを目的として，学長の下に明治大学グローバルＣＯＥプログラム（現象数理学の

形成と発展）推進委員会及び事務組織が同年 7 月に設置された。本委員会及び事務室は，グローバル

ＣＯＥプログラム採択における理念及び目標を達成するため，その運営体制を確立し，推進に関わる事

項を着実に実行することを目標とする。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（運営委員会等）  

○委員会の役割と

その活動の適切性  

○ 運営委員会とセ

ンター長等との間の

連携協力関係およ

び機能分担の適切

性    

○ センター等と評

議会，大学協議会

などの全学的審議

機関間の連携及び

役割分担の適切性  

・現状  

 グローバルＣＯＥプログラムによる教育研究を適切に

管理運営していくため，目的に応じて次の委員会を設

置している。 

①【グローバルＣＯＥプログラム推進委員会】 

拠点形成計画の推進に関する事項，人材育成に関す

る事項，教育研究に関する事項，拠点の設置及び運営

に関する事項等を任務とし，次に揚げる委員をもって構

成されている。 

学長が指名するが副学長 １名 

プログラム拠点リーダー（先端数理科学イ

ンスティテュート所長） 

１名 

大学院長 １名 

学長が指名する学長室専門員 １名 

研究企画推進本部長 １名 

大学院理工学研究科委員長 １名 

大学院長が指名する大学院教務主任 １名 

先端数理科学インスティテュート副所長 ２名 

プログラム拠点リーダーが指名する事業推

進担当者 

３名 

教学企画部長及び学術・社会連携部長 ２名 

 なお，2008 年度は，年４回開催され，推進に関わる

重要事項を決議した。 

②【MIMS Pｈ.D.プログラム入試委員会】 

主に MIMS Ｐｈ.D.プログラム入試に関する会議 

③【グローバルＣＯＥプログラム事業推進担当者会議】 

主に各事業項目の企画・立案・推進・実施に関する会

議 

④【グローバルＣＯＥプログラムスタッフ委員会】  

主に企画立案，管理運営，教育研究，広報活動等の執

行部会（2009 年度設置予定） 

 

・長所  

 グローバルＣＯＥプログラムを推進するにあたり必要

な，意思決定システムが確立している。 

 

・問題点 

 企画立案等の各部門を執行するための部会「グロー

バルＣＯＥプログラムスタッフ委員会が未設置である。 

●2009 年度早々に，グロ

ーバルＣＯＥプログラムス

タッフ委員会を設置する。

（センター長等の権

限と選任手続）  

○ 選任手続の適切

性，妥当性  

○ 権限の内容とそ

の行使の適切性  

○補佐体制の構成

と活動の適切性  

・現状  

①及び②の委員長は副学長（総合政策担当）が役職と

して担当している。①の委員長の選任は学長指名であ

り，②の委員長は，MIMS Ph.D.プログラム入学試験委

員会内規による。また，③及び④（予定）の座長は，グ

ローバルＣＯＥプログラム拠点リーダーが担っている。 

 

・長所  

 選任手続きが明確であり，また，規程，内規により権
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限等を含め明確に規定している。 

 

・問題点  

（意思決定）  

○意思決定プロセ

スの確立状況とそ

の運用の適切性  

・現状  

 グローバルＣＯＥプログラムに関わる意思決定は，前

述の委員会の承認をもって行っている。 

 

・長所  

 委員会の役割・目的に応じて，委員構成は異なって

おり，委員会の相互の連絡・調整が図られているのと同

時に，相互チェック体制の役割も担っている。 

 

・問題点  

 

 

（管理運営への学

外有識者の関与）  

・  管理運営に対す

る学外有識者の関

与の状況とその有

効性  

・現状  

 現状 グローバルＣＯＥプログラム教育研究拠点には，

３名の学外有識者により構成されるアドバイザー制を採

用している。 

 

・長所  

 学外者の視点による，点検・評価を行うことは重要で

ある。 

 

・問題点  

現在は，学外有識者により構成される第三者評価委

員会が組織されていない。 

●学外有識者３名を中心

として，グローバルＣＯＥ

プログラムの教育研究活

動を，第三者の視点により

点検・評価が加えられる

委員会組織を速やかに設

置する。 

（法令遵守等）  

○ 関連法令等およ

び学内規定の遵守  

○ 個人情報の保護

や不正行為の防止

等に関する取り組

みや制度，審査体

制の整備状況  

・現状  

 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律

「適正化法」，研究拠点形成費等補助金交付要綱・取

扱要領をもとに不明な点は文部科学省へ確認のうえ予

算執行している。 

 

・長所  

 学内における研究費処理マニュアル，公的研究費執

行ガイドライン，校規とも照らし合わせ適正に執行処理

をしている。 

 

・問題点  

 

 

13 財務  

 財務に関する目標 

文部科学省「グローバルＣＯＥプログラム」研究拠点形成費等補助金（研究拠点形成費）を，適正に効

率よく使用し最大限の効果が得られるように運用することを目標とする。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（中・長期的な財務

計画）  

○ 中・長期的な財

務計画の策定およ

・現状  

 グローバルＣＯＥプログラムは５ヵ年にわたるプログラ

ムである。文部科学省「グローバルＣＯＥプログラム」研

究拠点形成費等補助金（研究拠点形成費）が 2008 年
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びその内容  度から５年間交付される。 

 

・長所  

 グローバルＣＯＥプログラム申請時において，５年間

の計画が立てられており，中・長期的な財務計画がなさ

れている。 

 

・問題点  

（教育研究と財政）  

○ 教育研究目的・

目標を具体的に実

現する上で必要な

財政基盤（もしくは

配分予算）の確立

状況  

・  教育・研究の十

全な遂行と財政確

保の両立を図るた

めの制度・仕組み

の整備状況  

・現状  

 2008 年度は，文部科学省「グローバルＣＯＥプログラ

ム」研究拠点形成費等補助金（研究拠点形成費）とし

て，42,100 ,000 円（直接経費で，明治大学に

36,100 ,000 円，連携大学である広島大学に

6,000,000 円配分）が交付され，推進事業を展開し

た。 

 

・長所  

 

・問題点  

グローバルＣＯＥプログラムの申請時に，要望した経

費 77,736,000 円（直接経費）が減額して交付されたた

め，事業計画の変更を余儀なくされた。なお，2009 年

補助金の内定額は，39,150 ,000 円（直接経費）であ

り，前年を下回るばかりでなく，これは，申請時要望額

97,324 ,000 円（直接経費）の 40.2%であり，事業展開

の大幅な縮小を考慮せざるを得ない状況となっている。

●2009 年度の拠点形成

に最低限必要な補助金の

不足分（19,000 ,000 円）

の補填を大学に要望する

ため，2009 年度グローバ

ルＣＯＥプログラム予算積

算表を作成し，大学に提

出する。 

（予算編成と執行）  

○ 予算編成の適切

化と執行ルールの

明確化  

・  予算執行に伴う

効果を分析・検証

する仕組みの導入

状況  

・現状  

 補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律

「適正化法」，研究拠点形成費等補助金交付要綱・取

扱要領をもとに不明な点は文部科学省へ確認のうえ予

算執行している。  

 

・長所  

 学内における研究費処理マニュアル，公的研究費執

行ガイドライン，校規も照らし合わせ適正に執行処理を

している。 

 

・問題点  

 

（財務監査）  

○ 監事監査，会計

監査，内部監査機

能の確立と連携  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

 

14 自己点検・評価  

 自己点検・評価に関する目標 

グローバルＣＯＥプログラムの教育研究活動の状況を自ら組織的に把握・改善するために， 各種評価

委員会を設置し，所期の理念・目的に沿った教育研究活動の展開状況を広く学内外に公表することによ

って，社会からの付託に応えることを目的とする。 
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点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（自己点検・評価）  

○ 自己点検・評価

を恒常的に行うため

の制度システムの

内容とその活動上

の有効性  

○ 自己点検・評価

の結果を基礎に，

将来の充実に向け

た改善・改革を行う

ための制度システム

の内容とその活動

上の有効性  

・現状  

 先端数理科学インスティテュート（MIMS）内に

MIMS 自己点検・自己評価委員会を設置し，MIMS 

の教育研究活動について，各班会議を開催し，自己

点検評価を実施する。また，Ｇ－ＣＯＥ評価委員会を

併せて設置し，グローバルＣＯＥプログラム拠点事業

の評価・改善を行う。 

 

・長所  

 両委員会（MIMS 自己点検・自己評価委員会及びＧ

－ＣＯＥ評価委員会）を設置することにより，MIMS の

研究活動とグローバルＣＯＥプログラムの教育研究活

動をきめ細かく多角的に点検・改善することが可能で

ある。 

 

・問題点  

2008 年６月に文部科学省から，本学申請のグロー

バルＣＯＥプログラムの採択（内定）通知があり，その

後，本委員会（グローバルＣＯＥプログラム推進委員

会）が７月３０日に設置された。その関係上，2008 年

度の活動については,拠点の基盤整備及び教育研究

活動展開の準備等に追われ，両委員会（MIMS 自己

点検・自己評価委員会及びＧ－ＣＯＥ評価委員会）の

設置までには至らなかった。 

●2009 年度に MIMS 自己

点検・自己評価委員会及

びＧ－ＣＯＥ評価委員会

を設置し，自己点検・評価

を実施する。 

（自己点検・評価に

対する学外者によ

る検証）  

○ 自己点検・評価

結果の客観性・妥

当性を確保するた

めの措置の適切性  

・  外部評価を行う

際の，外部評価者

の選任手続の適切

性  

・  外部評価結果の

活用状況  

・現状  

 外部評価委員会を設置し，本拠点が行う教育研究

分野に精通した学外機関の人材を評価委員として委

嘱し，研究進捗に関する助言及び改善方策について

意見を聴取し，今後の活動に活かす。 

 

・長所 

 海外の研究機関に所属する同分野で活躍する一流

の外国人研究者を外部評価委員会に招聘することに

より，適切なアドバイスを受けることが出来る。 

 

・問題点 

 外部評価委員会が設置されていない。 

●2009 年度に外部評価委

員会を設置し，自己点検・

評価を実施する。 

（大学に対する社会

的評価等）  

・センター等の社会

的評価の活用状況  

・  自大学の特色や

「活力」の検証状況  

・現状  

 

・長所  

 

・問題点  

 

（大学に対する指摘

事項および勧告な

どに対する対応）  

○ 文部科学省から

の指摘事項および

大学基準協会から

の勧告などに対す

る対応  

・現状  

 文部科学省から，本学申請のグローバルＣＯＥプロ

グラムに対して，留意事項が１点付けられた。 

それは,優秀な博士後期課程の確保及び具体的な

人材育成方法について，さらなる工夫・検討が必要で

あるという内容であった。 

これらへの対応として，研究推進員制度の見直し

（グローバルＣＯＥ博士課程研究員の設置），学費免

除措置及び広島大学・龍谷大学への国内留学での提
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案型研究制度，現象数理若手プロジェクト制度を設置

した。 

 

・長所  

 優秀な博士後期課程学生６名が確保できた。 

 

・問題点  

 

15 情報公開･説明責任  

 情報公開・説明責任に関する目標 

文部科学省「グローバルＣＯＥプログラム」研究拠点形成費等補助金の交付をもって推進する事業の

ため，事業活動の内容について，より積極的に社会に発信していくことを目標とする。 

点検・評価項目 現状（評価） 問題点に対する改善方策

（財政公開）  

○ 財政公開の状況

とその内容・方法の

適切性  

・現状  

 平成 20 年度研究拠点形成費等補助金（研究拠点

形成費（機関補助））実績報告書（収支決算報告書）

の提出が義務付けられている。 

 

・長所  

 

・問題点  

 

（情報公開請求へ

の対応）  

○ 情報公開請求へ

の状況対応とその

適切性  

・現状  

 大学のホームページに本プログラムの内容，事業計

画，教育・研究プログラムの紹介，各種行事及び人材

募集等を逐次掲載している。 

 

・長所  

 

・問題点  

 

（点検・評価結果の

発信）  

○ 自己点検・評価

結果の学内外への

発信状況とその適

切性     

○ 外部評価結果の

学内外への発信状

況とその適切性    

・現状  

 MIMS 自己点検・自己評価委員会，Ｇ－ＣＯＥ評価

委員会及び外部評価委員会の自己点検・評価結果を

ホームページ等で公開する予定である。 

 

・長所  

 

・問題点 

 外部評価委員会が設置されていない。 

●2009 年度に各評価委員

会を設置し，自己点検・評

価結果を学内外へ発信す

る。 
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